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1．日本におけるデス・エデュケーションのこれまで
　　の経緯
　デス・エデュケーションは、「死への準備教育」「生
と死の教育」「いのちの教育」などと邦訳される。現在
では、テレビや新聞などで取り上げられることも増え、
用語自体も以前に比べてかなり一般に浸透してきてい
るが、特に日本においては「縁起が悪い」「せっかく隠
れている死の意識や攻撃性を引き起こしたらどうする」
「子どもには難しくて分からないのではないか」など、
死に関する教育を学校へ導入することへの抵抗感が教
育現場の内外で根強くあり、なかなか拡げていくこと
ができなかった。
　日本の学校教育のなかで、最初に門戸を開放したの
は、ホスピス運動や臨死患者のQOL（生命の質）への
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意識が高まり、現場からの要請に押される形で始まっ
た医科大学や看護大学・看護専門学校などであった。
終末期医療の現場では、キューブラ＝ロスの提唱した
『死の5つの受容段階』など、臨床から生まれた実践的
理論を切実に求める背景があったからである。その後、
上智大学のA．デーケン教授（現・名誉教授）が一般教
養の講座（『死の哲学』）のなかで、大学生に向けて講
義を始めた1975年頃から、ようやくデス・エデュケー
ションの存在が少しずつ社会に認知されるようになり、
その後「死生学」を中心として、他大学や市民講座、
カルチャーセンターなど生涯教育を行う現場でも「生
と死」を扱う教育講座が増えていったが、2000年前後
からは現場教師や大学研究者、病院関係者などが集ま
って、2、3の団体組織として本格的な研究会を立ち
上げ、そこで現場からの実践的な研究・報告が多くな
されるようになってきている。
　以上の経緯のうえに、未成年の子どもたちが通う公
教育において、デス・エデュケーションの本格導入が
検討されるようになったのは、阪神・淡路大震災や神
戸小学生殺害事件などが頻発した1995年以降である。
それまでは“性教育t’以上に大多数の学校においてタ
ブー視され、2、3の教師による先駆的な試みが単発
的に報告されているに過ぎなかったが、震災勃発後、
子どもたちに「生と死を考え、生命の大切さを学ぶ教
育」を教室内で推進してみようとする気運が、日本の
教育界においてもようやく盛り上がった。2002年度か
ら小学校・中学校、2003年度からは高等学校において
始動した「総合的学習の時間」のなかでも“生きる力
の育成”の観点から生や死を主題にして授業を行って
みようと、それぞれの現場で模索する教師たちの実践
報告が増えてきている。2004年の長崎女子児童による
同級生刺殺事件をきっかけに、同年10月に文部科学省
より発表された『児童生徒の問題行動対策重点プログ
ラム』のなかで「命を大切にする教育の充実」部門が
設置され、最終的には全国の小中学校への普及を目指
して、2004年度から各都道府県の研究指定校でプログ
ラムが進行中である。
2．日本における教材の状況
　日本においては前述のように、現場で実践・報告す
る教師の数が増えるに従い、その授業案がまとめられ
る形式で、この7、8年ほどで関連図書の刊行数が次
第に増えている。
　まず、日本の学校教育のなかで先鞭をつけたのが、
東京の小学校教師で後に私塾を開いた鳥山敏子と金沢
の小学校教師である金森俊朗である。鳥山は1985年に
出版した『いのちに触れる一性と生と死の授業一』の
なかで、子どもたちにニワトリを絞めて調理し食べる
授業を取り入れ、子どもたちに生命の尊さや｛夢さ・自
分たちの血肉となってくれる生き物への感謝について
実感させる授業を試みた。後に鳥山はブタの解体と調
理も授業に導入し、旧来然としていた日本の教育界に
センセーションを巻き起こした。続けて金森は『性の
授業　死の授業』（1996）のなかで、ニワトリの授業を
導入したが、死だけでなく、妊婦を出産前・出産後に
授業のゲストとして招き、命の誕生の不思議さ・掛替
えのなさを体験させることと組み合わせる工夫をした
り、篤志のガン患者と生徒たちの交流を設定するなど、
「生に実感し考えさせる教材」の提供に苦心した。
　その後、21世紀となり、臨床心理学の立場からデ
ス・エデュケーションを学校教育に導入することの必
要性・有効性を感じた鈴木康明、近藤卓、中村博志、
上薗恒太郎などが、大学生向けのテキストや小学校か
ら高等学校までの教員に示唆を与える指導書を上梓し
たが、“総合的学習の時間”の登場と相まって、次々に
現場の教師から具体的な半期あるいは通年分の“授業
案”の刊行が続いている（熊田、清水、小松ほか）。
　また、学校教育だけでなく、義務教育が始まる以前
の家庭教育の段階から、デス・エデュケーションを始
める必要性を説く書籍も刊行されるようになり、時代
の要請を受ける形で、年々その質量が高まる傾向が見
られている。
3．欧米におけるテキストの状況
　日本においてはなかなか広まるまでに時間がかかっ
たデス・エデュケーションであるが、日本に比べて、
生まれた時から身近ではっきりとした宗教的風土の基
盤がある欧米においては、より早くから公教育のなか
に導入されている。
　アメリカにおいては、自分や大切な人の死に直面す
る子どもたちのケアにあたるダギーハウスやマクドナ
ルドハウス、数多くのホスピスなど、デス・エデュケ
ーションが臨床現場で世界でも最も盛んに実践されて
いるが、一方、ミシガン大学などを中心にさまざまな
研究実績が詰まれて、『DEATH　STUDIES』『OMEGA』
などの専門誌も刊行されている。また、大学生向けの
テキストだけでなく、幼児向けの塗り絵を用いたものや、
ティーンズ向けの10項目に渡る一問一答式のテキスト、
何らかの事情で家族やクラスメートを亡くした子ども
たちをケアするための教師や親への指南書など、さま
ざまな内容のバラエティに富んだ種類のテキスト類が
数多く出版され、ごく一般の本屋の店頭に並んでいる。
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　また、ドイツにおいては、特に東西の統一後、“宗教
の時間”などを用いて、「死と死への過程」などを、他
の哲学・文学・美術・医学などを絡めて、ごく自然な
形で学ぶテキストが出版されてきている。
4．今後に向けて
　2年目は、さらに欧米の様々な発達段階・状況に合わ
せて工夫を凝らした内容のテキストを収集することと、
可能ならば他の文化圏にも目を向け、デス・エデュケー
ションのテキストを比較するなかから、その文化差や
特色についても研究できればと考えている。
